
家族の健康を探求する

成人移行期を支援する

子どもの声を測定する

• Dyadic interview/ Family interview 
を用いた中範囲理論（概念）構築

• 夫婦・親子などペアデータによる
仮説検証型研究

• 家族看護過程を実践者と共に
可視化するケーススタディ研究 • 病や障がいとともに生きる子どもの

トランジションについて定量的・
定性的に検証する混合研究

• こども自身が回答する認識的
QOL尺度*開発研究

*QUALAS-C・QUALAS-T-J・QUALAS-A-J（The Japanese 

version of the Quality of Life Assessment of Spina 

Bifida in Children/Teenagers/Adults）

小児・家族看護学教室 教授 山崎あけみ 准教授 川原妙 助教 小熊坂祐太

形成期家族のこどもを中心として変化する力を信じ、こども
と家族の健康に貢献できるような研究・教育・社会的活動に
取り組んでいます

Facebook教室FB

https://www.facebook.com/childfamilynursing.osaka.univ/
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